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総会のお知らせ

●

●

日時　　　6｣弓　6　日(日)1 1時より

場所　　　ゴヒ海王室宣難;南セ　ン一夕-

斉し幌市中央区南4粂西1　0~r Ei

5　5　2--3　2　3　3

沢山の皆さんとお会いして､今年のあすなろ会の活動､皆さんとのお話

空しみにしています｡

交通肇について

市内の人は7 0 0円､市外の人はパス､汽喜代の半額を負担します

お昼を用意します

5月　2　5　tヨま~ごろこT司圭子の乙まカilき-ごー

ご返事をお願しヽ　Lノますo

漁連センターに宿泊を希望の人は記入を　何日かも

原正毎変民力､らこす寄付-をコ頁きちE　した

あすなろ会初代会長､原たかさんが天にめされて､御家族はさびしい思いをされて

いられると､思います｡心から御冥福をお祈りします｡

¥3万円ご寄付頂きました



秋EB葵任病i整　斎藤　--巧藻からのおイ更り

1

可愛いい手造りの　サンタさんありがとうございました.すぐご返事を

と心しながら新年を迎えてしまいました｡ご免なさいね深沢さんなん病と

仲良く頑張っておられるようですがその後いかがお過ごしのことでしょう

か｡私の病名は後従靭帯骨化症､昭和62年7月24日診断されました｡

秋田なん病連には同病のお友達がおりませんでしたが-昨年北海道なん病

蓮-の研修旅行に参加して初めて同病の方を紹介され､いろいろ互いに語

り合い資料などいただいてきましたo　以来県内各地に開かれてきましたな
●

ん病連の行事にあすなろ会世話人として参加し多くの病名の方たちとふれ

あいの時を持ってきました｡昨年2名の同名病とお逢いして語り合うこと

が出来ました｡各地域を巡回することから､こんなにも異なった病を持っ

た方々がおられるのかと驚きました｡現在会員は20名ですが1 0種類の

病名がありますC　なんとかして私が動ける問お友達のお役に立てたちと､

指導をいただきながらヨチヨチ歩きをしておりますC　会員は県内全域に散

らばっておりますので､なかなかまとまった集会ができず､折角の会です

ので,有名無実にならないようにと,一つひとつ考えながら､あせらずに

時間をかけて進んでいこうと思っております｡なにか参考になるようなも

のがございましたらお知らせ下さい｡中には遠くから家族全員で拙宅を訪　●

ねてこられた方もあり､今では家族ぐるみのおつき合いを続けております｡

深沢さんのご年も分かりませんが､思いのままに書かせていただきまし

たo　失礼の点はお許し下さい｡

お元気な日々､希望を持って前向きになってお過ごし下さい｡

平成5年1月2日　　深沢　章子　様

秋田県難病連　あすなろ会

斉藤　一

つ



●

チーヤ　ソテー-/ヾザー-に参力｡して

難病センターのチャヤリテーバザーは大盤況でした｡

沢山集まってきた､色々の数多い品々を､品わけして､場所が狭いので何度も積み直し

プロのお店寄りも空しい見事なかざりつけで開店しました｡

開店前は大勢の人がバス停まで並んで､大にぎわいでした｡わたしは婦人服の売り場

した｡忙しかったですが-とぷように売れたので禁しかったです｡

他の部会の人一･ifランチアの学生さんとお話もして､よい一口を過ごしました｡

参加した人､買ってくれた人御苦労さまでした｡　　(深沢寺子)
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董曝
･ ･雷

カ　モ　う　r_

監雑費
して･ ･

札幌　探罵貞子

あすなろ会の皆様. 1993年の新

しい年をどんなお気持ちでお迎えi=な

られましたか｡お互いに人には言えな

い幸い苦しい体､この体を少しでも自

分白身でいたわり気持ちを明るいほう

へ持っていくようにしながらこれから

の-年を励まし合い頑張っていきまし

ょうo　冬になり雪が降りましてから道

路は淡のようでまったく危験で一歩も

歩くことが出来ず､来るEjも来るE]も

窓から上手に歩く人や華を茨ましく挑

める日々,そんな弘も1月1 7E∃のあ

すなろの新年会には近所の方に助けら

れ車を拾って戴き出席させて戴き久方

振りでスト　レス解消をさせて野きまし

た｡

深沢さん始め役員の方々のJL優しい

おもいやりのお気持ちがお料理その他

の数々に.にじみ出て居りまして感激い

たしましたo　お忙しい中を美味しい手

料理を散々作ってくださいました上に

お雑煮の票晴らしく美味しかったこと､

完備していない調理場でお餅を焼いて

下さいましたご苦労は改めて感謝申し

上げます.西田襟も本年お経薫は初め

てですと姥んで居られましたが実は私

も初吟てのお雑煮なのでしたo　お供餅

は作って戴きましたが三ケ月が終わっ

てそれを下ろしてからそのお餅で自分

のを作るべく本年はのし餅は注文いた

しませんでした｡材料を深めますのも

大変ですし､お恥ずかしい話しですが

あの苫雑煮は殊のほか業暗らしく美味

しく又有り難い気持ちで一杯でした｡

ご面倒なものを私共に少しでも播こん

で戴きたいとのお,し､真実に勿捧ない

気持ちで胞も-一杯でしたo

_一二L. ■.:､

感.
初めての方も4 , 5名お見えになり

和気あいあいの甲にカラオケも聞かせ

:I.好き予定の二時間があっと言う問に

過ぎ､百人一首のく　じ引きまで用意し

てくだきり､至れりつくせりのおもて

なしを戴き,又の再会を的して名残りを

号音しんでお別れいたして参りま　した｡

皆それぞれに御病気をお持ちですの

に役員をお引き受けいたしましたばか

｡に大変なお心使いをさせまして.全く●

申し訳なく心の中で手を掌て参りまし

た｡難達の長谷川様､大易､棟にも日曜

E]でしたのに大変お世話をおかけ致し

改めて厚くお手Lを申し上げます｡

日の経ますは過ぎて仕舞いますと驚

く程早いものですがこれからの一年を

想いますと365日は長いと思いますQ

これからのどの日にも皆様の上にお手

が有ります様にお祈りさせて戴きなが

ら新鑑会のお礼をさせて賓きます｡



1月17日(日)午前11時から難病センターであすなろ会

荘会を開きました0 17人が参加し自己招介､ (じ引き､カラオ

など禁しい時を過ごしましたb　2人からお便りが来ていますC

ちょっと小さい字ですが紹介します｡

● 江別　佐藤和子

こんにちは､私は先日あすなら会の

新年会に出席させていただいた　佐藤

和子です｡

昨年の秋に､地元の保健婦さんに勧

められ強病達の資料を送っていただい

て､主人と-一緒にセンター一に行きまし

て入会させていたたきましたo

初めて行事に参加したのは｢多発性

硬化症医療講演会｣でした.それから

rクリスマスバーチー｣と今回の新年

会で三度日ですo　私は今回一一香感じた

●　■~ 1'-･.∴　1._∵一

本当に自分の病気を良く理解し､一生

患命生きている姿に感動いたしました｡

私も五年前｢多発性硬化症｣と診断

されー　その後入退院を繰り返し病気と

闘って参りました.そのつど.あらゆる

検査も多くさん致しましたが原因が分

からず家族共々辛く､苦しい日々が続

いた時期もありました｡

けれども主人や子供達に励まされな

がら今日まで頑張って乗り越えて釆ま

した｡

主人はとっても優しい人で私が入院

中も家事はもちろんのこと病院へ毎E]

釆てくれましたo　仕事､子供達の食事

の支度､病院と一人≡役で毎E]大変で

したo　それは今でも変わらず､私の身

の回りのことや､外出する時､族行な

ど自分から進んで計画を立て､犬養が

る私を誘ってくれるのでとっても感謝

しています｡

体と言うのは微妙で､複雑で､自分

の体であってそうでないみたいな気が

することがあります｡病気なんかもう

大嫌いと思っても病気のほうから予告

なしで　そお一つと私の体にしのび込

んでくるので逃げることが出来ないも

のネ･ ･ ･ ･ ?

でも今は体の状態は落ち着いている

ので希望を捨てないで､病気にも負け

ないで闘っていきたいと思っています｡



暫s　会_昆インタビ--　曾s

(第5【亘王)

今回は､先月お送りした塩呼号-一多発性硬化症医療講演会要旨-

で､ご活躍された田中士郎さんです0

8臨時号の編集､大変ご苦労様でしたo

m中･ - ･いいえ○襟帯さん､岡部さんに手伝ってもらってできたもの

ですc,

o私も含めて､多発性硬化症(以下MS)の患者にとっては病気のこと

が､とてもよくまとまっていてありがたかったですねo講演を聴け吃

かった方々もずいぶんと参考になることがあり､次回はぜひ出席しよ

うと思われた方も多いのではと思います｡

テ-プおこし(辞書したものを文毒にする作業)は､とても忍耐の

いる仕事､とても大変な仕事ですo田中さんの気合のこもった臨時早

でした.改めてありがとうございましたo

それでは自己詔介をお顔いします｡

田中･ I ･昭和27年に大阪で生まれました0 5 0年北大農学部を卒業

し､その翌年MSを発病し5年ぐらい入院生活が続きましたo

現在は､コンピューターソフト会社に勤務しています｡

oH中さんは杖や車椅子を使用されていますか､通勤はどの掛こ?

EB中･ ･ ･バスやタクーを使ったり､たまに父に車で送ってもらう時

もあります0
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●

●

㊤パスを位うんですか!私も一度交通機関を使って目的地まで行ってち

たいのですが､まだ実行できませんね｡なかなか大変な事ですo

ところで､あすなろ会にはいつ､どのようなきっかけで入会されま

したかつ

田中･ -全道集会に参加したのかきっかけで､平成3年に入会しまし

た｡

o全道集会では多くの人との出会いがあり､様々な串のきっかけにもな

るんでLlうね｡やはり貴重な行事なのですね｡

趣味や特技は?

EEl中- ･アマチュア無線ですねo中学生の時からですので､もう20

数年やってますが､最近は培会がIi:くて･ ･ ･

㊤お仕事が忙しいのですか`?

田中･. ･バブル崩壊のため自宅待機が多くなり､他にアルバイトもし

なくてほならなくなって､無線機には境がかかっています0

0そうですか､残念ですね｡では､最近感動したことってありますか0

田中- ･昨年､千葉県で身障者のアビリンピック･パソコン部門に出

場しました｡全国からたくさんの人が集まってきていて`域

業を求めている人が大勢いるんだなあ"と思いました｡

(ヨアビリンピックというのは?
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田中･ ･ ･身障者が目分のもつ技術--洋裁､和裁や電話交換などを競

う大会ですU

㊤会貞の皆さんの中でもなにか技術をもっている方は､そういった大負

に参加してみませんか｡トライしてみてください｡

現在､田中さんはMSの患者会を作ろうとがんばっていらっしゃい

ますね｡

田中- ･塩時号でもお伝えしたようにMSはあすなろ会の中でも患者

数が多く､医療講咲会の反応をみても､患者同志が集ま-て　●

何かやっていかなけれはとおもいます｡

この病気に限りませんが､社会的な活動や就労問題､年金

の問題一一-私は学生のころ発病した為､降雪年金を受給でき

ません｡こういった経済的な基盤を固めるには､患者会がま

とまって何かしていかなければと思ったわけです(,

0最後にあすなろ会の皆さんにメッセージを｡

田中･ - ･とにかく｢いっLJ=にがんばりましょう｣しかないですねo

最近､ ｢何か言わなくてはいけないのに言えない｣ ｢なにか

あると黙ってしまう｣ということが､患者の中に多いので紘

ないでしょうかo　もっと言いたいことを言えるようになろう

o本当にみんな思っていることを堂々と話してがんばってい

きましょう!

∈)ありがとうございました｡今回は亀話でのインタビューでしたC　田中

さんは病気の影響で話すのか大変なのに､なかなか上手に閃き取れず

に時間をおかけしてしまいましたが､不自由さを感じさせない熱のこ

もった答えをしていただきました｡どうもごくろうさまでした｡
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平成5年会葉幕内入お棲責L･→

あすなろ会とまみなさんの会費で清勤･をして
t･ヽます同圭才の振り込み月号紙でお極東L,､します

EirEiiS,臣∃

平成5年6　月　6　Eヨ　(冒)　1　0日寺

難病連セ　ン:ク　ー　　　3　F
(詳しくは本文で)

後言己

あすなろ会も新年度を迎え､今年の活動が始まります｡皆さんの

参加があっての活動ですので､沢山の人たちとの､ふれあいを葉し

みしております.

総会は今年の活動を検討しきめます.金魚が助け合ってそれぞれ

できるところで､参加ができると良いと思っています｡

集まったら楽しい事が有るように願っています｡

出かけて来る事は､体調が悪かったり､お天気が悪かったりで､

困った事が多々有りますが､元気な気持を見せてくれるだけでも

まわりの人々は楽しい気特になります｡

難病連の行事は北海道の各地から､集まってきますので珍しい

はなしを聞くことも話して上げることも有ります.

今年は20周年の行事が色々あります｡大変な苦労の疲れも､

あるかもしれませんが.それ以上に楽しい事を見つけるつもりで

がんばります｡

(記　　深沢　幸子)

編集人　個人参加難病患者の会　　　　　　昭和48年1月13日

第3種郵便物認可
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